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■ 開催日時 

令和６年１月７日(日)９時３０分～１１時４５分 

 

■ 場  所（会場・駐車場位置は「別紙１参照」） 

関門海峡ミュージアム横芝生広場 

北九州市門司区西海岸一丁目3番 

＊荒天時（式典のみに変更） 

訓練研修センター 別館３階大研修室 

北九州市小倉北区東港一丁目２番５号 

 

■ 参 加 者 

・北九州市長 武内 和久、北九州市副市長 稲原 浩 

・北九州市消防局長 本脇 尉勝、北九州市消防協会長 古賀 憲二 

 ・北九州市消防局職員 約３００人 

 ・北九州市消防団員  約５７０人 

 

■ 式 次 第（各種演技の概要は「別紙２参照」） 

時 間 活 動 内 容 

９：３０～ 部隊入場 観閲者：北九州市長／北九州市消防局長／北九州市消防協会長 

９：３５～ 開式の言葉 北九州市消防局総務部長 

９：３８～ 報告 北九州市長 ／ 北九州市消防局・消防団総括指揮者 

９：４１～ 市長式辞 北九州市長 

９：４６～ 表彰 福岡県知事 ／ 北九州市長 

９：５６～ 来賓祝辞 福岡県知事 ／ 北九州市議会議長 ／ 福岡県消防協会長 

１０：１６～ 音楽隊演技 北九州市消防音楽隊・カラーガード隊による演奏演技 

１０：２６～ 車両部隊の行進 観閲者：北九州市副市長／北九州市消防局長／北九州市消防協会長 

１０：４６～ 各種演技 はしご・まとい演技、木遣り唄・腕用ポンプ・ラッパ隊演技 

レスキュー隊による救助救出訓練 

１１：３６～ フィナーレ 大まとい、消防車両及び水上消防艇による一斉放水 

１１：４０～ 閉式の言葉 北九州市消防協会副会長 

 
■問い合わせ先 

消防局総務課 担当：安岡・鮫島 電話番号：０９３－５８２－３８０２ 

 

この度、消防恒例の年頭行事であった北九州市消防出初式を盛大に開催する運びとなりました。 

今年の消防出初式は４年ぶりの開催で、市制 60 周年記念事業として、消防団員と消防職員の士気

高揚と市民の防火防災意識の普及を図ることを目的に、消防協力者への表彰、消防隊員・消防車両の

行進、救助救出訓練、消防団員による古式伝統技能の披露を行います。また、地震体験車や煙体験ハ

ウスでの模擬災害の体験や、消防車両行進終了後からは車両展示も行います。 

 新年の幕開けにふさわしい出初式を晴れやかに行いますので、取材方よろしくお願いいたします。 

 

 

令和６年北九州市消防出初式を４年ぶりに開催します！ 

 

！ 

 

市制６０周年記念事業 消防出初式 ～災害のない穏やかな年を願って～ 

令和５年１２月２７日 

北 九 州 市 消 防 局 
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各種演技の概要

「はしご演技」（１０：４６～）

門司の伝統的な消防文化である「はしご乗り」は、はしご一梯に乗子１名、
とび持ち８名で行われ、火災現場で燃えさかる建物などを破壊する道具
「とび口」だけで、はしごを支えます。

「腕用ポンプ隊の放水演技」（１０：５８～）

明治以来、ドイツ製ポンプを参考に、日本で製作された腕用ポンプで、
「八幡西消防団・腕用ポンプ保存会」で復元と修理を行い、出初式では実
際に放水を行います。

「消防ラッパ隊の吹奏」（１０：５８～）

消防ラッパ隊は、消防団員の士気の高揚、市民の防火意識の普及、伝統あ
る消防ラッパの継承を目的に設立されました。火災発生を知らせるため、
「火災発生信号」を吹奏します。

「救助救出訓練」（１１：１０～）

「高速道路上で交通事故が発生し、車両に挟まれている負傷者がいる」と
の想定で救助救出訓練を行います。

「まとい演技」と「木遣り唄」（１１：２０～）

木遣り唄はとび職の間で労働歌として唄われ、火災の現場から引き上げる
時に、その木遣り唄に合わせてまといを振っていたと言われています。

フィナーレ（１１：３６～）

フィナーレは高さ７メートルの「大まとい」への放水と消防艇・消防団車
両からの一斉放水を行います。

別紙２


